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オープントラバース座標計算
オープントラバースの座標計算を行います。
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１．計算書無し
計算の種類 ： 放射（単独）、連続
　　入力データ
後視点　　　　：　　X ・ Ｙ座標　or　方向角
　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

既知点座標　：　　X ・ Ｙ座標
　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
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観測データ　：　　夾角 ・ 距離
　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

計算結果　  ：　　　方向角（Ｔ）
　　　　　　　　　Ｘ座標　　　　　　　　　　　　　次へ
Ｙ座標
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             　        終　了
角度入力例　（ 35°4′23″→ 35.0423 ）
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２．計算書有り
計算の種類 ： 連続

２－１．データ作成　：　データを新規に作成します。　既存のデータは失われます。

　　　路線番号　――　整数３桁

　　　既知点データ

　　　　　・　後視点入力
１．方向角入力　――　出発点～後視点の方向角を入力。
２．座標入力 　 ――　後視点の座標値を入力。

　　　　　・　出発点入力
出発点の座標を入力。
　　　　　・　「座標ファイルより入力」
　　既知点の座標値は座標ファイルより入力可能です。
　　　　　　　　　「ソート」
　　　　　　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。
　　　観測データ

・　測点名　 　――　半角１０文字（全角５文字）以内
・　夾  角　 　――　観測点において、後視点から前視点までの右回り水平角

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角度の入力例　（ 35°4′23″→ 35.0423 ）
・　平面距離　――　観測点から前視点までの平面距離
　　　　　　＊　終点は測点名のみ入力

　　　　路線ごとに「書き込み」してください

全ての路線を入力したら「終了」でデータ作成終了。

２－２．データ修正・出力　　 　：　入力データを修正・出力します。
２－３．オープントラバース座標計算　：　オープントラバース座標計算を行います。
２－４．計算結果表示・出力　　：　計算結果を表示・出力します。


２－５．座標ファイルへ登録　　：　計算結果を座標ファイルへ登録します。

　　　座標ファイルの登録済み点数と計算された点数を表示します。
　　　登録開始Noを指定してください。

チェックをはずすと新点のみ登録します。
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